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通期業績予想の修正に関するお知らせ通期業績予想の修正に関するお知らせ通期業績予想の修正に関するお知らせ通期業績予想の修正に関するお知らせ    

 

 当社は、本日開催の取締役会において、最近の業績の動向等を踏まえ、本年５月 12 日付で発表

しました 2014 年 12 月期連結業績予想を以下のとおり、修正することといたしましたので、お知ら

せ致します。 

 

記 

 

 

１．業績予想の修正について１．業績予想の修正について１．業績予想の修正について１．業績予想の修正について    

2014 年 12 月通期連結業績予想の修正（2014 年１月１日～2014 年 12 月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株あたり 

当期純利益 

 

前回発表予想(A) 

百万円 

535,800 

百万円 

19,000 

百万円 

19,500 

百万円 

9,600 

円 銭 

79.31 

今回修正予想(B) 523,000 9,100 9,400 3,200 26.44 

増減額(A)-(B) △12,800 △9,900 △10,100 △6,400  

増減率(%) △2.4 △52.1 △51.8 △66.7  

(ご参考) 

前期実績(注) 

(2013 年 12 月期) 

372,792 7,581 7,732 11,582 139.70 

(注)当社は 2013 年 7 月 1 日付で関東・東海地区コカ･コーラボトラー4 社の経営統合を行いました。

このため、2013 年 12 月期の第１、第２四半期は旧コカ・コーラ セントラル ジャパン株式会社

の業績のみが含まれ、統合後の当社の業績は第３、第４四半期に含まれております。さらに、統

合再編に係る一時的な費用（△８億 88 百万円）が営業利益に、統合により発生した負ののれん

発生益等の一時的な利益（60 億１百万円）が当期純利益にそれぞれ反映されております。 

 

２２２２．．．．修正の理由修正の理由修正の理由修正の理由        

 夏場の天候不順や消費税率引き上げ後の厳しい消費・経済環境、流通チャネル構造の変化によ

り、価格およびミックス（チャネル、製品、パッケージの構成）が当初予想を上回って悪化しま

した。また、会社発足以来、当社はサプライチェーン分野のコスト削減シナジーを積極的に追求

しておりますが、新規製造ラインの立ち上げや物流最適化の遅れ、天候不順に起因する生産数量

減による見込んでいたシナジー効果の減少、新製品等の一部で製品を他ボトラーから購入したこ

とによる物流費用等の増加があり、価格およびミックス悪化の影響を補うには及ばないと見込ん

でおります。 



 

 

また、厳しい販売環境の中で数量・金額シェアを拡大すべく販促活動を強化しており、

DME(Direct Marketing Expenses、広告宣伝費及び販売促進費等)が増加する一方、その他の販売

費及び一般管理費については経費抑制を行い、主に人件費が早期退職プログラムや年金費用の会

計処理と前提条件の変更により減少することなどにより、販売費及び一般管理費は減少する見込

みです。 

さらに、早期退職プログラムに伴う事業体制再構築費用や一部製品の自主回収による品質関連

費用等が第３四半期累計期間までに特別損失として発生しております。 

   

以上により、通期の業績予想を上記表のとおり修正いたします。 

 

 

（注）上記の予想は、現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々

な要因により、予想値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


